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日
本
学
術
会
議
土
木
工
学

・
建
築
学
委
員
会
と
関
連
２８

学
協
会
で
構
成
す
る

「東
日

本
人
震
災
の
総
合
対
応
に
関

す
る
学
協
会
連
絡
会
」
（議

長

・
和
田
章
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
＝
日
本
建
築
学
会

会
長
）
は
１８
日
、
東
京

上
ハ

本
木
の
学
術
会
議
講
堂
で
連

続
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム

「巨
大
災

害
か
ら
生
命
と
国
土
を
護

る
」
の
第
２
回

「大
災
害
を

前
提
と
し
て
国
土
政
策
を
ど

う
見
直
す
か
」

を
開
催
し

た
。
３
題
の
基
調
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
中
で
東
日
本
人
震
災

か
ら
の
復
旧

・
復
興
や
今
後

発
生
が
予
想
さ
れ
る
巨
大
災

害
に
対
し
て
、
国
土
政
策

・

国
土
計
画
が
い
か
に
あ
る
ベ

き
か
を
議
論
し
た
。

基
調
講
演
は
伊
藤
滋
東
京

大
学
名
誉
教
授

・
早
稲
田
大

学
特
命
教
授

（元
日
本
都
市

計
画
学
会
会
長
）
と
中
村
英

夫
東
京
都
市
大
学
学
長

・
東

京
大
学
名
誉
教
授

（元
土
木

学
会
会
長
）
、
岸
井
隆
幸
日

本
大
学
大
学
院
教
授

。
日
本

都
市
計
画
学
会
会
長
が
行

っ

た
。
伊
藤
氏
は

「巨
大
災
害

に
対
応
す
る
国
土
政
策
」
と

題
し
、
①
東
日
本
人
震
災
に

つ
い
て
②
首
都
直
下

・
東
海

・
東
南
海

。
南
海
大
地
震
ヘ

の
対
応
③
い
く
つ
か
の
課
題

に
言
及
。
震
災
の
被
災
地
を

は
じ
め
、
伊
豆
半
島
や
紀
伊

半
島
、
四
国
東
南
部
な
ど
の

湾
奥
小
規
模
市
街
地
が
被
災

し
た
場
合
の
復
旧
を
想
定
し

た
場
合
、
「速
や
か
に
住
ま

い
方
を
ど
う
す
る
か
」
を
考

慮
す
れ
ば
、
木
造
住
宅
な
ど

に
よ
る
住
宅
再
建
は
仕
方
が

な
い
が
、
「５
分
程
度
で
お

ば
あ
さ
ん
も
避
難
で
き
る
よ

う
に
」
津
波
避
難
ビ
ル
を
２

０
０
研
間
隔
で
建
設
す
る
べ

き
と
主
張
す
る
。

中
村
氏
は

「巨
大
災
害
と

国
土
政
策
」
を
講
演
。
国
土

政
策
は
長
期
的
で
全
国
的
な

視
野
で
立
案
す
べ
き
で
あ

り
、
人
命
を
損
な
わ
な
い
こ

と
を
何
よ
り
考
慮
す
べ
き
と

訴
え
る
¨

岸
井
氏
は

「大
災
害
の
発

生
を
前
提
と
し
た
国
土
政
策

の
課
題
」
に
つ
い
て
考
察
。

今
回
の
震
災
の
よ
う
に
広
域

で
被
害
を
受
け
た
場
合
は
と

く
に
国
の
責
任
で
救
援

・
復

興
に
取
り
組
む
べ
き
と
述
べ

る
。
被
災
地
へ
の
他
自
治
体

な
ど
に
よ
る
支
援
活
動
は
、

支
援
自
治
体
で
将
来
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
学
習
に
な

る
と
し
、
今
後
は
組
織
的
連

携
の
枠
組
み
提
示
を
国
が
担

う
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
米
田
雅
子
慶
應
義
塾
大

学
特
任
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
基
調
講
演
３
氏

に
加
え
て
嘉
門
雅
史
香
川
高

等
専
門
学
校
棧
長

・
京
都
大

学
名
誉
教
授
と
依
田
照
彦
早

稲
田
大
学
大
学
院
教
授
の
５

氏‐、
八
一一
フ‐一
を
務
め
た
。

鵠

兌

脹

「
災
踵

で
行
く
べ
き
」
と
述
べ
、
今

回
の
震
災
で
も
国
が
被
災
地

饂
仁
雙
明
”

主
張
¨
今
後
に
備
え
、
そ
う

し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て

お
く
べ
き
と
訴
え
る
。

中
村
氏
は
災
害
へ
の
備
え

な
ど
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
へ
の
投
資
が
十
分
で
な

か

っ
た
と
し
た
う
え
で
、
現

状
の
日
本
に

「安
心
し
て
住

む
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
憂
慮
。
必
要
な
対
策

を
行
う
た
め
に
、
ど
れ
だ
け

国
民
に
負
担
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
か
を
訴
え
、
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
考
え
を
示
す
。

岸
井
氏
は
国
は
国
土
形
成

計
画
な
ど
を
立
案
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
投
資
計
画
な

ど
を
明
記
し
て
い
な
い
と
指

摘
。
「実
行
性
の
あ
る
仕
組

み
が
不
足
し
て
い
る
」
と
述

べ
る
。

嘉
門
氏
は
学
術
会
議
土
木

工
学

・
建
築
学
委
員
会
の

「国
土
と
環
境
分
科
会
」
が

昨
年
９
月
■
日
に
出
し
た
提

言

「持
続
可
能
社
会
に
お
け

る
国
土

・
地
域
の
再
生
戦

略
」
を
紹
介
し
た
。
大
災
害

も
有
事
で
あ
り
、
国
防
と
い

う
意
識
が
希
薄
に
な

っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
。

少
子
高
齢
化
や
財
政
問
題
を

考
え
る
と
、
今
後
の
社
会
基

盤
整
備
で
は
選
択
と
集
中
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
も
語

っ

た
。依

□
氏
は

「連
絡
会
」
が

昨
年
５
月
２７
日
に
発
表
し
た

「巨
大
地
震
と
大
津
波
か
ら

国
民
の
生
命
と
国
土
を
護
る

た
め
の
基
本
方
針
」
の
概
要

を
説
明
。
さ
ら
に
国
土
政
策

に
最
適
解
は
な
い
と
の
私
見

を
述
べ
、
「大
災
害
に
対
し

て
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

え
る
し
か
な
い
」
と
い
う
。

パ ネル討 論 の もよ う


